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QRP HF3.5～28MH=アンテナカップラー
QRPカ ップラーを使用すると、 1本のワイヤー,フ ンテナと

アース (またはカウンタ~ノ
|ヾイズ)で、35～28MI‐ lz帯を楽

しむことができます。

アンテすカップラーに使用する蘭」圧の高いバリコンは、現什、
入

‐
Jが困難になっており、非常に高額とな つ

~(い
ることから、

このキッ |ヽ では、ポリバリコンを籠用しているため、耐圧面か
ら 5W以下の QRP用 としました。

■回路 について

本側の回路は第1図のように:、 311硼のポリ/ヽ リコンと大型の
二〕イルで構成され、バンド|こ 応じてコイルのタップを選んでミ
ノムシク 1リ ップで接続 t/て 調整をぉこないます。

(OI路 は ,ι C回路で気 巧リジサルはπマッチ回路ですが、こ
れに1蘭列にさらにバリコン有1留 設した回 Ilfぅ で、ょり.1全 にマッ
チンク̀

銀3)をとることが できます。
たとスば、」Omの ロングワ イヤニアンテすとアース (また

は ¬Onlのカウンターボ●スリをヵップラーーなし′で使用 りると、
実用になるのは 7MIlz(1/4λ 動作)と 21M11∠ (3/4λ 鉗|

作)だけで、 その t」のバンドはミスマッチになり、受信は でき
ても、送倒時は sw「Rが,it限 大|「Iiく なり実用 |「 なりません。

しかし、Q「RPアンテすカップラーーを用いれば、どのバント
でも「swR■ 1」 |こ することができまつ。

カップラーのコイルとバリコンア)'II燎 の長さのワイヤ ―ヽに対
して、颯Nコイルや短縮コンデンリーとし′ての働きをして、円

的のバンドに只 |∫JRさ せ、同時に rン ピーダンスを送信機の 50
Ωにマッチさ 1」 ることができるのでけ。
無線1贄墜器 X一カー各社から発売されている、可― トフン手ブ

チ I]｀一ブーーも、動作の基本はこ(ア:)ア ンテブカップラーと塗く国
様です。

第2図 に実体配線図を示しま■ ,tiの実体配線図は、き式作1幾

をもとに作図したもので、イ寸加回路のチ‐ 二 ン`グ インジケー
・`ノ~~「°|げ 8σ )吉 :|`な 1誠 雀訓l各 tノ
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※VC3の 2連バリコンを直列に使用しているのはt耐圧を2倍にするためです。
※キットに付属のツマミは、ラジオ用のAM周波数目盛付き平型です。
※………内の付加回路は組み立てβ/・ヽ―/ι Cて 召ふ0す。

<第 1図 >本機の回路図
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<第 2図 >本機の実体配線図 (チユーニングインジケーター回路部を除く)
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